
宮
城
県
農
業
高
等
学
校
に
は
農
業
科
、

園
芸
科
、
生
活
科
、
食
品
化
学
科
、
農

業
機
械
科
の
5
つ
の
学
科
が
設
け
ら
れ
て

い
る
。
全
学
科
で
農
業
の
基
本
を
学
び
、

そ
の
後
各
学
科
の
専
門
授
業
を
受
け
る
。

2
0
1
8
年
に
完
成
し
た
新
校
舎
の
敷

地
面
積
は
東
京
ド
ー
ム
約
8
個
分
で
、

「
自
ら
の
力
で
、
自
ら
の
道
を
ひ
ら
く
」と

い
う
意
味
の「
自
啓
」の
校
訓
の
も
と
、
約

7
0
0
人
の
生
徒
が
、
実
践
授
業
で
農
業

を
学
ん
で
い
る
。

畜
産
を
学
ぶ
生
徒
は
、
2
年
次
よ
り
農

業
科
畜
産
部
門
に
所
属
。
1
学
年
20
人
ほ

ど
の
生
徒
が
学
ん
で
い
る
。
乳
牛
と
和
牛

に
関
す
る
知
識
・
技
術
は
も
ち
ろ
ん
、
産

学
連
携
や
地
域
連
携
な
ど
、
畜
産
の
学
び

を
通
し
て
地
域
社
会
へ
貢
献
す
る
取
り
組

み
に
も
力
を
入
れ
て
い
る
。
指
導
教
諭
の
猪

股
瑛
生
先
生
は
、「
生
徒
は
学
年
を
重
ね

る
ご
と
に
、
生
き
物
を
育
て
る
責
任
感
が

強
ま
る
と
感
じ
て
い
ま
す
」と
語
る
。

うちの学校

宮城県農業高等学校は１８８５年に創立され、

今年１４０周年を迎えた日本で最も古い農業学校の一つ。

仙台市の南部に隣接する名取市に校舎を構え、地元では「宮農（みやのう）」と呼ばれて親しまれる。

文部科学省指定の農業経営者育成高等学校でもあり、宮城県のみならず、

全国に多くの優秀な人材を送り出している伝統校だ。

２０１１年の東日本大震災で発生した津波により、

校舎や畜舎が甚大な被害を受け多くの牛を失ったが、

奇跡的に生還した牛を生徒たちは懸命に育て続け、命を現在につないでいる。

同
校
の
牛
は
す
べ
て
自
校
産
で
、
和
牛

（
黒
毛
和
種
）20
頭
、
乳
牛（
ホ
ル
ス
タ
イ
ン

種
）30
頭
を
飼
養
し
て
お
り
、
牛
が
大
好

き
で
た
ま
ら
な
い
生
徒
が
、
放
課
後
や
休

日
に
牛
を
管
理
す
る「
牛
部（
う
し
ぶ
）」と

い
う
部
活
動
が
あ
る
。
授
業
と
は
別
に
農

業
学
習
の
一
環
と
し
て
、
所
属
す
る
約
20

人
の
生
徒
が
給
餌
や
哺
乳
、
搾
乳
、
牛
舎

の
掃
除
な
ど
を
自
主
的
に
行
い
、
共
進
会

へ
の
参
加
を
目
指
し
て
い
る
。

牛
部
で
は
、
上
級
生
が
下
級
生
へ
、
牛

の
状
態
の
確
認
方
法
や
ケ
ガ
防
止
の
た
め

の
接
し
方
、
搾
乳
方
法
な
ど
、
牛
を
育

て
る
た
め
の
知
識
や
経
験
を
伝
え
て
い

る
。
生
徒
は
牛
部
の
伝
統
を
引
き
継
ぎ

な
が
ら
、
牛
と
共
に
学
校
生
活
を
歩
ん
で

い
る
。

きてみて！

宮城県農業高等学校

宮城県農業高等学校

校　名

宮城県名取市高舘吉田字吉合６６

所在地

明治18年（1885年）

創　立

702人（男子364人、女子338人）
（2025年4月時点）

生徒数

農業科、園芸科、生活科、食品化学科、

農業機械科

学　科

「
N
a
n
o 

T
e
r
a
s
u（
ナノ
テ
ラ

ス
）」と
は
、
24
年
4
月
に
仙
台
市
で
運
用

が
始
ま
っ
た
、
世
界
最
先
端
の
放
射
光
施

設
。
正
式
名
称
は「
3
G
e
V
高
輝
度
放

射
光
施
設
」で
、
ナノ
メ
ー
ト
ル（
1
0
0
万

分
の
1
ミ
リ
）レ
ベ
ル
の
物
質
の
構
造
や
機

能
を
観
察
で
き
る
、
い
わ
ば
巨
大
な
顕
微

鏡
。
高
校
と
し
て
初
め
て
こ
の
施
設
を
利

用
し
、
調
査
結
果
を
25
年
１
月
の
第
8
回

和
牛
甲
子
園
の
取
組
評
価
部
門
で
調
査
結

果
を
発
表
し
、「
優
良
賞
」と「
高
校
牛
児

特
別
賞
」を
受
賞
し
た
。

調
査
で
は
、「
仙
台
牛
」の
脂
肪
交
雑

の
内
部
構
造
を
画
像
解
析
す
る
こ
と
に

よ
り
、
き
め
の
細
か
い
脂
肪
が
口
当
た
り

の
良
さ
に
影
響
す
る
こ
と
を
、
ナ
ノ
レ
ベ
ル

で
可
視
化
で
き
た
。
猪
股
先
生
は「
生
徒

が
科
学
技
術
の
利
用
に
踏
み
出
し
て
く
れ

た
こ
と
が
大
き
い
。
お
い
し
い
仙
台
牛
の

生
産
の
た
め
に
、
今
後
も
生
徒
と
生
産

技
術
の
向
上
に
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
」

と
話
す
。

ま
た
、
同
校
で
は「
U
‐
m
o
t
i
o
n

（
行
動
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
シ
ス
テ
ム
）」を
活
用

し
、
24
時
間
リ
ア
ル
タ
イ
ム
で
牛
の
細
か
な

行
動
を
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
し
、
病
気
や
発
情
、

分
娩
な
ど
の
兆
候
を
デ
ー
タ
と
し
て
見
え

る
化
し
た
。
先
生
と
生
徒
が
ス
マ
ー
ト
フ
ォ

ン
や
タ
ブ
レ
ッ
ト
、
パ
ソ
コ
ン
で
共
有
し
て
い

る
。
文
部
科
学
省
の
D
X
ハ
イ
ス
ク
ー
ル
事

業
に
指
定
さ
れ
た
こ
と
に
よ
り
牛
舎
に

W
i
‐
F
i
を
導
入
し
、
牛
の
健
康
状

態
を
常
に
チ
ェッ
ク
、
ア
ラ
ー
ト
が
発
出
さ

れ
た
と
き
に
は
す
ぐ
に
対
応
可
能
な
体
制

を
確
立
し
て
い
る
。「
U
‐
m
o
t
i
o
n

の
活
用
は
、
牛
の
健
康
管
理
と
生
産
性
の

向
上
に
寄
与
し
て
い
る
。
分
娩
に
お
け
る

子
牛
の
死
亡
事
故
は
ゼ
ロ
」と
酪
農
部
門
の

西
大
條
利
成
先
生
は
言
う
。

校
内
に
あ
る
飼
料
畑
で
は
、
イ
タ
リ
ア

ン
ラ
イ
グ
ラ
ス
を
中
心
と
し
た
牧
草
を
自

給
粗
飼
料
と
し
て
栽
培
し
て
い
る
。
収
穫

し
た
牧
草
は
近
隣
の
酪
農
家
へ
も
供
給
し

て
お
り
、
地
域
へ
の
貢
献
度
も
高
い
。

同
校
に
は
、
5
月
に
全
校
生
徒
が
参

加
し
て
行
わ
れ
る「
全
校
田
植
え
」と
い
う

稲
を
手
植
え
す
る
一
大
イ
ベ
ン
ト
が
あ
る
。

秋
の
水
稲
収
穫
後
の
稲
わ
ら
も
飼
料
と

し
て
利
用
し
て
お
り
、
自
給
飼
料
の
増
産

も
目
指
し
て
い
る
。
ま
た
、
堆
肥
を
飼
料

畑
や
水
田
に
還
元
す
る
こ
と
で
、
校
内
で

耕
畜
連
携
の
循
環
型
農
業
を
行
っ
て
い

る
。

牛
好
き
生
徒
が
集
ま
る「
牛
部
」

宮城県

名取市

西大條 利成先生
にしおおえだ としなり

猪股 瑛生先生
いのまた えい  き

渥美 勇人先生
あつ み   はや と
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宮
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、

園
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、
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活
科
、
食
品
化
学
科
、
農

業
機
械
科
の
5
つ
の
学
科
が
設
け
ら
れ
て

い
る
。
全
学
科
で
農
業
の
基
本
を
学
び
、

そ
の
後
各
学
科
の
専
門
授
業
を
受
け
る
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2
0
1
8
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に
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し
た
新
校
舎
の
敷

地
面
積
は
東
京
ド
ー
ム
約
8
個
分
で
、
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の
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、
自
ら
の
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を
ひ
ら
く
」と
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う
意
味
の「
自
啓
」の
校
訓
の
も
と
、
約

7
0
0
人
の
生
徒
が
、
実
践
授
業
で
農
業

を
学
ん
で
い
る
。

畜
産
を
学
ぶ
生
徒
は
、
2
年
次
よ
り
農

業
科
畜
産
部
門
に
所
属
。
1
学
年
20
人
ほ

ど
の
生
徒
が
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ん
で
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る
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牛

に
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す
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知
識
・
技
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は
も
ち
ろ
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、
産
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や
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連
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ど
、
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の
学
び

を
通
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地
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社
会
へ
貢
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す
る
取
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組

み
に
も
力
を
入
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て
い
る
。
指
導
教
諭
の
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股
瑛
生
先
生
は
、「
生
徒
は
学
年
を
重
ね

る
ご
と
に
、
生
き
物
を
育
て
る
責
任
感
が

強
ま
る
と
感
じ
て
い
ま
す
」と
語
る
。

同
校
の
牛
は
す
べ
て
自
校
産
で
、
和
牛

（
黒
毛
和
種
）20
頭
、
乳
牛（
ホ
ル
ス
タ
イ
ン

種
）30
頭
を
飼
養
し
て
お
り
、
牛
が
大
好

き
で
た
ま
ら
な
い
生
徒
が
、
放
課
後
や
休

日
に
牛
を
管
理
す
る「
牛
部（
う
し
ぶ
）」と

い
う
部
活
動
が
あ
る
。
授
業
と
は
別
に
農

業
学
習
の
一
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と
し
て
、
所
属
す
る
約
20

人
の
生
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が
給
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や
哺
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、
搾
乳
、
牛
舎

の
掃
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な
ど
を
自
主
的
に
行
い
、
共
進
会

へ
の
参
加
を
目
指
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る
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へ
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の
状
態
の
確
認
方
法
や
ケ
ガ
防
止
の
た
め

の
接
し
方
、
搾
乳
方
法
な
ど
、
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牛
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ら
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、
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が
始
ま
っ
た
、
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最
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度
放
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ト
ル（
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、
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果
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当
た
り

の
良
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に
影
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す
る
こ
と
を
、
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レ
ベ
ル

で
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で
き
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猪
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先
生
は「
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徒

が
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技
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の
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に
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み
出
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れ
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こ
と
が
大
き
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台
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の
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に
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後
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技
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に
取
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組
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で
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」

と
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た
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で
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テ
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用
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間
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イ
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で
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か
な
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、
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や
発
情
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ど
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見
え
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フ
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ト
、
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ソ
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る
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ス
ク
ー
ル
事
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た
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と
に
よ
り
牛
舎
に

W
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‐
F
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導
入
し
、
牛
の
健
康
状

態
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に
チ
ェッ
ク
、
ア
ラ
ー
ト
が
発
出
さ

れ
た
と
き
に
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に
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能
な
体
制

を
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立
し
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る
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U
‐
m
o
t
i
o
n

の
活
用
は
、
牛
の
健
康
管
理
と
生
産
性
の

向
上
に
寄
与
し
て
い
る
。
分
娩
に
お
け
る

子
牛
の
死
亡
事
故
は
ゼ
ロ
」と
酪
農
部
門
の

西
大
條
利
成
先
生
は
言
う
。

校
内
に
あ
る
飼
料
畑
で
は
、
イ
タ
リ
ア

ン
ラ
イ
グ
ラ
ス
を
中
心
と
し
た
牧
草
を
自

給
粗
飼
料
と
し
て
栽
培
し
て
い
る
。
収
穫

し
た
牧
草
は
近
隣
の
酪
農
家
へ
も
供
給
し

て
お
り
、
地
域
へ
の
貢
献
度
も
高
い
。

同
校
に
は
、
5
月
に
全
校
生
徒
が
参

加
し
て
行
わ
れ
る「
全
校
田
植
え
」と
い
う

稲
を
手
植
え
す
る
一
大
イ
ベ
ン
ト
が
あ
る
。

秋
の
水
稲
収
穫
後
の
稲
わ
ら
も
飼
料
と

し
て
利
用
し
て
お
り
、
自
給
飼
料
の
増
産

も
目
指
し
て
い
る
。
ま
た
、
堆
肥
を
飼
料

畑
や
水
田
に
還
元
す
る
こ
と
で
、
校
内
で

耕
畜
連
携
の
循
環
型
農
業
を
行
っ
て
い

る
。

西大條 利成先生
にしおおえだ としなり

「U-motion」を導入し、今まで経験則で肥育していた部分
を見える化し、データに基づいて牛のチェックが可能にな
り、生徒も私たちも管理に対する安心感が増しました。

第60回宮城県ブラック
アンドホワイトショウで、
リザーブグランドチャン
ピオンになりました！

ナ
ノ
テ
ラ
ス
を
活
用
し

仙
台
牛
の
生
産
を
目
指
す

牛
の
行
動
を
24
時
間
モ
ニ
タ
リ
ン
グ

耕
畜
連
携
で
循
環
型
農
業
を
実
践

生徒がファシリテーターとして
地域の園児や小学生を対象に、

畜産の楽しさを伝える

酪農教育ファーム

宮城県畜産試験場の協力で、
種雄牛造成に挑戦

宮城県種雄牛の造成への
取り組み

自給飼料や県内で生産された
粗飼料を購入し給与

宮城県産飼料の利用
獣医師や企業と連携し、
受精卵の生産・販売を実施

優良受精卵を生産

地域社会との連携校内での耕畜連携

宮城県農業高等学校

猪股 瑛生先生
いのまた えい き

牛を通じて社会性や自主性、課題解決能力を身につけてほ
しいです。生産に携わるすべての人、そして牛にも常に感謝
の気持ちを忘れずに活動させたいです。

和牛甲子園を目
指す牛の餌には、
飼料用米「ふっく
らライス」を配合し
ています。

1．黒毛和種であること。

2．仙台牛生産登録農家が個体
に合った適正管理を行い、宮
城県内で肥育された肉牛であ
ること。

3．本協議会が認めた市場並びに
共進会等に出品されたもの。

4．（公社）日本食肉格付協会枝
肉取引規格が、A5またはB5に
評価されたもの。

イタリアンライグラス

稲わら

牧草ロールに

佐藤 希歩さん
さ  とう   き   ほ

南條 匠極さん
なんじょう なるみち

熊谷 美心さん
くまがい   み  こ

牛の気持ちを考えて、牛
の変化に気付けるよう
に心がけています。宮城
県の生産者がつくる仙
台牛と同じレベルのお
いしいお肉をつくりたい
です。将来は大学に進
学し、知識を伸ばして良
い牛飼いになりたいと思
います

牛の体調を観察し、健
康に気を付けています、
仙台牛として良いお肉
にしたい気持ちが強い
ので、肥育に気を配り、
販売会でお客さんにお
いしいといってもらえるよ
うに、印象に残るお肉を
つくる気持ちで取り組ん
でいます

農業経営の基礎を学ぶ
ため、そして「牛部」で牛
を学ぼうと思い入学しまし
た。和牛甲子園で日本一
を目指しています。病気
の早期発見・早期治療
がベストなので、牛の日々
の健康チェック、餌の配
合や食べ具合などに気を
付けています

第 9
回和牛

甲子園で最優秀賞を目指します！

仙台牛の 4つの定義

宮城県から食肉として出荷されて
いる黒毛和種のうち、「仙台牛」と
して出荷されるのは約5割。厳しい
基準をクリアし、「A5」「B5」に格
付けされた牛肉だけが「仙台牛」
となる。

仙台牛の格付け

生
徒
た
ち
は
仙
台
牛

の
生
産
に
も
取
り
組

ん
で
い
る
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